
各省への質問は、2⽉3⽇(⾦)〆切
記載欄が不⾜の際は、適宜、改⾏・拡充してご利⽤ください

質問事項・確認事項（指摘事項）

参考１



1 件名 フラグシップ2020プロジェクト（ポスト「京」の開発） の事後評価
2  実施府省（担当） ⽂部科学省

番号 確認・質問日 確認事項・質問事項



1 件名 ⾼効率ガスタービン技術実証事業 の事後評価
2  実施府省（担当） 経済産業省

番号 確認・質問日 確認事項・質問事項



1 件名 超低消費電⼒型光エレクトロニクスの実装に向けた技術開発事業 の事後評価
2  実施府省（担当） 経済産業省

番号 確認・質問日 確認事項・質問事項



WG委員による評価原案は、2⽉7⽇(⽕)〆切
記載欄が不⾜の際は、適宜、改⾏・拡充してご利⽤ください

WG委員による評価原案

参考２



１． 件名 フラグシップ2020プロジェクト（ポスト「京」の開発） の事後評価
２． 実施府省（担当） ⽂部科学省
３．確認事項 評価

（１）実施府省等における
評価の状況

（２）実施府省等の行って
いる評価方法

（３）評価項目の設定方法
及びその設定根拠
① 設定方法

（３）評価項目の設定方法
及びその設定根拠
② 設定根拠

（４）評価項目を踏まえた
評価の実施状況

（５）総合科学技術・イノ
ベーション会議が実施した
事前評価時の指摘事項へ
の対応状況や情勢変化へ
の対応状況

（６）評価結果を踏まえた
研究開発の成果の活用

（７）その他



１． 件名 ⾼効率ガスタービン技術実証事業 の事後評価
２． 実施府省（担当） 経済産業省
３．確認事項 評価

（１）実施府省等における
評価の状況

（２）実施府省等の行って
いる評価方法

（３）評価項目の設定方法
及びその設定根拠
① 設定方法

（３）評価項目の設定方法
及びその設定根拠
② 設定根拠

（４）評価項目を踏まえた
評価の実施状況

（５）総合科学技術・イノ
ベーション会議が実施した
事前評価時の指摘事項へ
の対応状況や情勢変化へ
の対応状況

（６）評価結果を踏まえた
研究開発の成果の活用

（７）その他



１． 件名 超低消費電⼒型光エレクトロニクスの実装に向けた技術開発事業 の事後評価
２． 実施府省（担当） 経済産業省
３．確認事項 評価

（１）実施府省等における
評価の状況

（２）実施府省等の行って
いる評価方法

（３）評価項目の設定方法
及びその設定根拠
① 設定方法

（３）評価項目の設定方法
及びその設定根拠
② 設定根拠

（４）評価項目を踏まえた
評価の実施状況

（５）総合科学技術・イノ
ベーション会議が実施した
事前評価時の指摘事項へ
の対応状況や情勢変化へ
の対応状況

（６）評価結果を踏まえた
研究開発の成果の活用

（７）その他



「大規模研究開発評価ワーキンググループ」 

の設置について 

令和３年１２月２０日 

総合科学技術・イノベーション会議 

評価専門調査会決定 

１．趣旨 

 国家的に重要な研究開発の評価について、各省が実施した評価の

項目の設定や評価基準などの考え方と、「基本計画」や「大綱的指針」

との整合を図ることに注力した評価を行うため、評価専門調査会の下

に、「大規模研究開発評価ワーキンググループ（以下「WG」という）」を

設置する。 
 

２．検討事項 

 国家的に重要な研究開発に関する評価について、評価専門調査会

の調査検討に資する評価結果の原案策定 
 

３．構成員 

 WG は、評価専門調査会の委員から構成する。なお、調査検討に当

たっては、評価専門調査会会長が調査検討に必要と認めて選考した

外部の専門家・有識者等を臨時委員として招へいすることができる。こ

の場合、外部の専門家・有識者等の選考に関して、評価専門調査会

に属する総合科学技術・イノベーション会議の議員及び専門委員は会

長に意見を提出できることとする。 
 

４．座長 

 １．WG には座長を置き、専門調査会長が指名する。 

 ２．座長は、WG の事務を掌理する。 

 ３．座長が WG に出席できない場合は、WG の構成員から座長の指

名する者がその職務を代理する。 
 

５．審議内容等の公表 

 原則として公開とする。ただし、座長が会議を公開しないことが適当

であるとしたときは、この限りではない。 

以上 

参 考 ３ 



（参考） 

評価専門調査会  

大規模研究開発評価ワーキンググループ 

名簿 
 

（敬称略）  

 

 

〇上山 隆大  総合科学技術・イノベーション会議 議員  

 梶原 ゆみ子 総合科学技術・イノベーション会議 議員 

 篠原 弘道  総合科学技術・イノベーション会議 議員 

 長谷山 美紀 北海道大学 副学長  

 林 隆之   政策研究大学院大学  教授  

 

〇会長 

 


